
動画でオムレツは作れない 

校長 山田 顕次   

 ２学期も地域や保護者の皆様に大変お世話になりながら、子どもたちにたくさんの学びの場を提供す

ることができました。勉強を教えるのは教員の仕事ではありますが、その道のプロフェッショナルや過去

の歴史の語り部たる人、子どもたちのロールモデルとなって成長のための手本を見せてくれる大人など

から知見を得ることは、子どものみならず、私たち教職員にとっても大変勉強になることです。 

ともすれば世はネット全盛で、過去の出来事を調べるのは難しいことではなくなりました。ＡＩなどを

駆使すれば文章や音楽、イラストなどの創作物を私たちでも簡単に作ることが可能になっています。また

ＳＮＳのいわゆるショート動画では役に立つ（らしい）動画がおびただしいほどに並んでおり、それを真

似すれば、難しい技術や生活の知恵が簡単に手に入れられるようになっています。 

 ちょっと心配なのが、生きていくためのアイディアや仕事のための技術はそれらを見れば済む、身につ

ける必要などない、と考えてしまうことです。私自身のＳＮＳでは、便利な紐の結び方とか、時短になる

Ｅｘｃｅｌのショートカットとか、あるいは上手なオムレツの焼き方とかがいっぱいオススメに出てい

ます。ところが、実際にそれを見て参考になったことはあまりないのです。あれは「これを見れば誰でも

簡単にきれいに焼けます！」ではなく「私が上手に焼いているのを見てください！」なんですね。 

 例えばホテルの朝食で出てくるようなきれいなオムレツを作ろうとしたら、フライパンの予熱、火加

減、油の量、かき混ぜる調理器具、ひっくり返すタイミング…などなど、多くの見極めと鍋振りを技術と

して持っている必要があります。動画をちょっと見たくらいで身につけられるものではありません。 

 もちろん、そういう動画はチャレンジしてみようというきっかけにはなります。材料や手順などヒント

になることも多いでしょう。ただし、ここが問題だからこうやって直せばいいとは誰も教えてくれません

し、真似できるまでに同じような失敗を繰り返すことは容易に想像できます。他のできる人、知っている

人に聞きながら学び、習熟していくという回り道が、結局は近道なのだと思います。 

 学校でも、場合によってはＡＩの技術に頼ることはあります。ネットを使って検索し、知識を得ること

も少なくありません。その一方で、優れた先人に学ぶことでなければ身につかないことも大切にしてほし

いものです。なぜならそういう学びのスタイルは、他の新しいことを身に付けるときも一緒だからです。

学校としては、その意味でも実際に経験することを大切に、より深い学習活動を行っていきたいと考えて

います。引き続きご理解とご支援をお願いいたします。 

いよいよ年の瀬が近づいてきました。皆様良い年をお迎えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音威子府小中学校 学校だより 令和７年１２月２３日発行 第９号  文責 小野寺 桂一 

 

１日（木）元日 学校閉庁日（～５日） 

１３日（火）冬休み学習会 

１４日（水）安全点検日 職員会議  

１５日（木）街頭指導 A日課 ３学期始業式 

 校内研修  

１６日（金）街頭指導 学年末テスト（中３） 

 二計測  英検（一次） 

１９日（月）街頭指導 二計測  

２０日（火）スキー学習（１回目） 二計測 

      常任委員会 

２１日（水）スクールカウンセラー来校 

 放課後スポーツクラブ 

２２日（木）Ａ日課 

２３日（金）A日課 分掌・小中会議  

２６日（月）高校卒業制作発表会見学（中） 

２８日（水）つどいタイム 放課後スポーツクラブ 

２９日（木）A日課 スキー学習（２回目） 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

 １１月２６日（水）～１２月２日（火）の期

間に３日間、昼休みの時間に、今年２回目の

「読み聞かせスタンプラリー」を行いました。

小中学校の先生方が様々なジャンルの本を児

童生徒に紹介し、読み聞かせをした本の内容

に関するクイズを出題しました。読み手と聞

き手の交流を通すことで、更なる読書への関

心を高めてもらうことや、読書習慣の確立を

目指して行っている取組です。児童生徒一人

一人が、冬休み中も読書を続けてくれること

を期待しています。 

 本は、心の友達です。 

 １２月１２日（金）、冬道を安全に登下校するた

めに集団下校訓練を行いました。通学路別に班をつ

くり、「大切な命を守るために自分たちができるこ

と」等について話し合いました。また、集団下校の

ときには、引率する先生方と冬の危険箇所を確認し

ました。今後も、児童生徒が安全な登下校を心掛け

るように、適宜、声掛けをしていきます。 

１２月４日（木）に小学校の皆さんで開催しました。ALTのニー

ナさん企画で、木製の棒でサンタクロースを作ったり、ツリーに

飾りを付けたりしました。また、４年生が作った大きなピニャー

タを一人ずつ叩き、割れた時に中からプレゼントが出てきて、児

童の皆さんは、大喜びでした。 

 ２学期最後の参観日でした。小学校は、多目的ホールで

２学期の学習成果発表を行い、中学校は、各教室で道徳的

実践力を養う道徳の授業を行いました。保護者の皆様に

は、各場所でお子様の多様な成長の一端をご覧いただけた

ことと思います。今年度最後の参観日は、来年２月２７日

（金）となります。授業参観・全体懇談会・学級懇談会を

予定しています。。 

学校評価（後期）アンケートへのご協力、ありがとうご

ざいました。結果や分析につきましては、今後の学校だよ

り、または参観日などでお伝えいたします。 

 １２月３日（水）に、中学生を対象として薬物乱
用防止教室を行いました。目的は、「違法薬物が与え
る健康への影響について学ぶこと」でした。 
 名寄保健所職員の方に来校いただき、「薬物乱用に
よる脳への影響」「薬物過剰摂取（オーバードーズ）
の危険性」「大麻に対する正しい知識」「違法薬物の
誘いにのらないためにできること」などを具体的に
学ぶことができました。 



 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                            


